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【森川次長】 それでは、大変お待たせいたしました。ただいまより平成26年度第２回逗子市

都市計画審議会を開会いたします。 

 本日はお忙しい中お集まりいただきまして、まことにありがとうございます。開会に先立ち

まして、出席委員の報告をさせていただきます。本日は一ノ瀬委員、それから佐藤英夫委員か

ら、所用のため欠席という御連絡いただいております。あと、岩室委員ですけれども、出席の

連絡はいただいておりますけれども、若干おくれているようですので、また後ほどいらっしゃ

っていただけると思います。したがいまして、定数15名中、今12名の出席いただいております

ので、過半数を超えておりますことから、逗子市都市計画審議会条例第４条第２項の規定によ

りまして、会議が成立していることを御報告いたします。 

 なお、今回から逗子警察署長様、それから神奈川県横須賀土木事務所長様、代理出席を認め

るということで、そういう規則を制定いたしました。本日は神奈川県横須賀土木事務所長の小

内委員のかわりといたしまして、計画建築部の三沢部長に御出席いただいておりますので、よ

ろしくお願いします。 

 次に、後ほど付議させていただきます事項を所管する部署の職員が出席しておりますので、

御紹介させていただきます。まず、環境都市部緑政課の長嶌課長です。同じく、緑政課の米山

副主幹です。同じく、緑政課の奥主事補です。よろしくお願いいたします。 

 次に、会議いただきます前に、全般にお願いがございます。事務局のほうで会議録を反訳す

る際、委員の皆様の声が重なりますと反訳するのに支障がございますので、発言に当たりまし

ては挙手をいただきまして、会長より指名された後に御発言いただきますよう、よろしくお願

いをいたします。 

 次に、配付資料の確認をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

【大澤副主幹】 それでは、本日の議事に必要な書類の確認をさせていただきます。事前に送

付した資料といたしまして、会議次第、それから資料１、逗子都市計画特別緑地保全地区の決

定計画書及び図面１、こちらのほうが事前の送付の資料になります。それから、本日机上にお

配りした資料といたしまして、資料２、パワーポイントのコピーで、こちらはカラー焼きの印

刷物、Ａ４サイズの印刷物になっております。皆様お手元でない資料のほうございますでしょ

うか。あれば挙手いただければ、余分用意しております。 

 以上で確認のほう終わらせていただきます。 

【森川次長】 それでは議事に入りたいと思いますので、会長のほうからよろしくお願いいた
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します。 

【星野会長】 皆様おはようございます。それでは、次第に従いまして議事を進めてまいりま

す。本日の議案は、議題１、逗子都市計画特別緑地保全地区の指定について。これについては

付議があるということでお受けしたいと思います。 

【森川次長】 それでは、付議書の提出をさせていただきます。本来ですと市長から提出させ

ていただきたいのですけれども、本日所用によりまして欠席ということですので、環境都市部

長のほうから提出させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

【田戸部長】 逗子市都市計画審議会会長 星野芳久様。逗子都市計画特別緑地保全地区の指

定について。このことについて、都市計画法第19条第１項の規定に基づき、別添のとおり付議

します。逗子市長 平井竜一。 

【大澤副主幹】 それでは、ただいまより付議書の写しを皆様に配付いたします。なお、付議

書に記載しております別添の資料は、事前配付資料１の法定図書となりますので、御参照くだ

さい。 

（ 付議書配付 ） 

【星野会長】 ただいま付議書の写しをお届けしましたが、これにつき議事を進めてまいりた

いと思います。 

 議題（１）逗子都市計画特別緑地保全地区の指定についてでございます。まず事務局から説

明お願いいたします。 

【大澤副主幹】 私のほうから、そちらの議題１、逗子都市計画特別緑地保全地区の指定につ

いて、担当課より内容の説明、御説明させていただく前に、その概要につきまして私のほうか

ら御紹介させていただきます。 

 お配りした資料１のほうをごらんください。資料１は、こちらの決定の都市計画法に基づく

法定図書という形になります。資料の１、表紙のほうに計画書とございまして、平成27年神奈

川県逗子市で、計画書の作成をして、法定の手続を現在進めているところです。 

 １枚おめくりいただきまして、まず、１ページ目裏側にありますのが、決定の概要というこ

とで、山の根一丁目特別緑地保全地区、約0.4ヘクタール、4,000平米弱ということで、こちら

のほうの区域を対象としております。理由といたしましては、本地区の周辺住宅地からのすぐ

れた風致景観を保全するとともに、地域住民の健全な生活環境を確保するため、都市緑地法に

基づく特別緑地保全地区を決定するものであるということでございまして、２ページ目、表の
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ほうにございますのが、策定経緯の概要ということになります。こちら都市計画決定案件とい

うことで、事前に神奈川県との神奈川県知事協議の終了を２月９日付でさせていただいており

ます。その後、２月16日から３月２日までの間、法定に基づく縦覧の期間を設けておりまして、

こちらにつきましては縦覧者２名、意見書提出者は０名でした。縦覧者につきましては、おお

むねこういった取り組みを頑張ってほしいというような口頭でのお伝えをいただいております。 

 続きまして、本日都市計画審議会の審議のほうを本日させていただきまして、都市計画の決

定告示につきましては本年度中に行い、次年度からはこちらのほうの区域が決定して、明らか

にしてまいりたいというふうな計画をしております。 

 その裏面になります。都市計画を定める土地の区域と申しまして、こちらにつきましては都

市計画の変更概要ということになりますので、今回の山の根一丁目地内は追加という扱いにな

ります。 

 引き続き次のページにまいりまして、都市計画決定案件チェックリスト、こちらにつきまし

ては関係機関との協議内容ということになりますが、こちらは神奈川県の自然環境保全課と昨

年の12月25日に協議を行って、異存なしという形での回答をいただいておるところです。 

 その裏面になります。理由書が添付してありまして、こちらにつきまして御紹介をさせてい

ただきますと、山の根一丁目地内である本地区は、逗子市の中心部、ＪＲ横須賀線逗子駅の北

100メートルに位置しており、市街地に残された貴重な緑地として眺望にすぐれ、良好な風致

景観を創出している。本市が平成18年３月に策定した逗子市緑の基本計画2005では、特別緑地

保全地区の基本的考え方及びその候補地を定め、本地区の早期の指定を目指してきたところで

ある。また、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針、逗子市総合計画実施計画及び逗子市

まちづくり基本計画においても、本地区の特別緑地保全地区の指定を位置づけている。よって、

本地区の周辺住宅地からのすぐれた風致景観を保全するとともに、地域住民の健全な生活環境

を確保するため、都市緑地法に基づく特別緑地保全地区を決定するものである。 

 という理由書がございまして、続いてが図面３枚になります。１枚目が都市計画図のほうに

落とし込みました今回対象地域ということで、逗子駅の北側に該当する部分、山の根一丁目地

区に赤い線が引いてあるかと思います。こちらのほうが特別緑地保全地区の候補地ということ

になります。 

 ２ページ目につきましては、縮尺2,500分の１の地図で、もうちょっと詳細に落とし込んだ

ものになります。こちらにつきましては、駅裏の部分の現状で山林の部分のほうに枠取りがさ
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せていただいているところです。 

 ３枚目の図面につきましては、公図上での配置ということになります。こちらにつきまして

は、こちらにございますとおり、192番の３番から始まって７番までの計５筆、こちらが対象

地となっているということで、全体で0.4ヘクタールということになります。 

 私からの概要説明については以上になります。よろしくお願いします。 

【星野会長】 御苦労さまでした。それでは続いて、緑政課から御説明いただきます。 

【米山副主幹】 それでは、緑政課の米山と申します。もう少し詳細に説明をさせていただけ

ればと思います。本日配付をさせていただいています資料２については、パワーポイントの資

料になっております。前の画面と一緒になっておりますので、見やすいほうをごらんいただけ

ればと思います。 

 それでは、失礼して座って説明をさせていただきます。それでは、特別緑地保全地区の指定

についてということになっております。本日この保全地区の指定に向けてお願いをしていると

ころなんですけれども、まずこの特別緑地保全地区と申しますのは、良好な自然的環境を有す

る緑地を現状のまま保全する制度ということになっております。そのため、開発行為などは許

可制によって規制されます。指定区域内では原則として樹林に影響を与える行為は禁止となっ

ております。特別緑地保全地区とは、都市緑地法第12条に規定されておりまして、都市計画区

域内において樹林地などの地区が単独もしくは周囲と一体となって良好な自然的環境を形成し

ているもので、無秩序な市街化の防止や、公害または災害の防止となるものや、伝統的・文化

的意義を有するもの、風致景観がすぐれているもの、動植物の生育地となるもののいずれかに

該当する緑地をいうとなっております。 

 続きまして、他の計画ですね、行政計画との位置づけです。先ほども紹介があったかと思う

んですけれども、まず１つ目としましては、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針、いわ

ゆる整開保と言われるもので、神奈川県さんが定めている方針です。自然環境の整備または保

全に関する都市計画の決定の方針として実現していくための具体的な都市計画制度の方針を定

めております。その中で、主要な緑地の確保、目標として特別緑地保全地区を指定していくと

いうことが掲げられております。 

 ２つ目に、逗子市の総合計画の実施計画におきましても、2014年度までに１地区の指定を目

標としておりまして、この１地区だけということにとどまらず、その後も引き続き進めていく

ということがうたわれております。 
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 ３つ目といたしまして、逗子市のまちづくり基本計画、これは都市計画マスタープランを包

含するものとして位置づけられているものなんですけれども、このまちづくり基本計画の中で

も特別緑地保全地区の指定につきましては、緑地を連続的・体系的に保全するための施策とし

てうたわれております。 

 続きまして、緑の基本計画ですね。これが最も基本となる計画となっておりますけれども、

この中に具体的に特別緑地保全地区につきましては記載がされております。指定の基本的な考

え方といたしまして、本市の樹林地の中で、保全の必要性が高い樹林地を定めるとして記載さ

れている１から３の要件のいずれかに当てはまる指定候補地を挙げております。緑の基本計画

の中で、特に残していく骨格緑地保全ゾーンというのが、次のページに構想図がございますけ

れども、この骨格をなしている緑地保全ゾーンというものがございますけれども、この中の三

浦半島国営公園の国営公園連携地区というものが出ております。こちらで示させていただくと、

大きな丸ですね、このところ、それからこちらの池子の後背地から神武寺、あるいは二子山、

それからあとはそのほかにも歴史的風土保存区域で、それから今後特別地区に格上げをしてい

こうというところが、こちらのほうの名越の地区ですね。そういったところがこの骨格緑地保

全ゾーンということの中の重要な区域ということになっておるんですけれども、こちらの今の

ところを除くこの骨格緑地保全ゾーンの中の樹林地というものを指定していこうと。今の大き

く太枠で囲われているところですね、こちらにつきましては別な法律等に基づいて指定をして

守っていこうという地域になっていますので、それ以外のところで特別緑地保全地区をかけて

いこうということになっております。 

 そして、１つ戻りますと、その中の２番目の市街地内の歴史性の高い樹林地、一団の自然林、

そして３番目に保全配慮地という、自然共生ゾーン内のまとまった樹林地ということで、今の

を図示しますと、ここに薄いグリーンのところをメインにやっていきましょうという構想にな

っております。 

 そして、この緑の基本計画の中では、実際には今の配慮地区の中の樹林が残されているとこ

ろという22カ所の候補地ということを掲載をしております。こちらに１番から22番、市街地、

市内のほとんどの先ほどの国営公園だとか、そういったところを除いた緑地がほとんどここに

網羅されているという状況でございまして、候補地としてはこういう形で22地区、位置づけを

しているということになっております。 

 それでは、実際にこの22地区ということが、まず緑の基本計画で候補地に挙げられているん
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ですけれども、その中から候補地の選定ということで、こちらは平成24年度からこの特別緑地

保全地区の指定に向けて動いているところなんですけれども、この最初の業務が24年度から業

務としまして、22カ所そのまま考えるというところではなくて、候補地の細分化ということを

行っております。具体的には、区域区分だとか用途地域ですね、法規制の区域であったりとい

うところをまず整理をしまして、その後、本市では開発の際の緑地保全の指導のための条例が

ございまして、その中で自然環境評価システムというものがございます。その中に具体的には

環境面について、植生自体の重要度、それから生態系の維持機能、植生自然度、植物群落と、

景観的な側面としましては居住快適性ですね、それから防災面としましての土地機能、特に保

水機能というところですね、こういったところをそのシステムを用いて各地区ごとの客観的な

評価をいたしております。客観的な評価をした中で、優先される地区というものが洗い出され

てきまして、その中で４地区というものが候補として上がってまいっております。 

 今、画面で示している、ちょっと薄くて見えづらいかもしれないんですけれども、パーツが

ちょっと見えづらいかもしれませんけれども、まず今回のお願いをしています地区に当たると

ころなんですけれども、こちらの逗子駅がこちらのほうにございまして、ちょっと見えづらい

ですけれども、その北側ですね、ちょうど逗子駅の裏ですね、山の根一丁目から三丁目、そし

て久木の一丁目、二丁目の一部というところが山の根地区ということで、指定候補地というこ

とになっております。そして、そのやや西側ですね、こちらのほうなんですけれども、こちら

のほうが久木五丁目、六丁目、八丁目の久木地区、そしてさらに西側の久木九丁目の名越地区

ですね、そしてもう少し南側に行きまして、久木四丁目、そして小坪一丁目の白山地区、この

４カ所が評価がすぐれているという地区になっております。ちなみに、この赤い丸点がござい

ますけれども、これがみどり条例で規定されています保存樹林として指定されている樹林地が

この赤丸になっております。 

 続きまして、平成25年度ですね、昨年度になるんですけれども、さらにその４カ所から１地

区に絞り込んでおります。山の根一丁目、二丁目、久木一丁目、二丁目という、全体としまし

ては山の根地区ということになっておるんですけれども、先ほどの４地区の中から特にこの山

の根地区が中心市街地に接していまして、保全の緊急性が高いということ。それから、ＪＲ逗

子駅北側に属しておりまして、市街地からの眺望景観にすぐれているということ。それから、

保存樹林の指定がかなりあるということもございまして、この後、アンケート等をとって、同

意をとっていくということになるんですけれども、その同意が得やすいのではないかというと



 8 

ころがありまして、４地区の中からこの１地区を候補として選定をさせていただいているとこ

ろです。 

 平成25年度、昨年度なんですけれども、この山の根地区に関しまして、所有者の意向調査を

しております。山の根地区の登記簿を調査しまして、山林の所有者を抽出しております。その

中で、所有者のアンケートを25年の10月から11月に実施をしております。アンケートの内容と

しましては、特別緑地保全地区を知っていますかという質問、制度の詳しい内容を聞きたいで

すか。所有する樹林の特別緑地保全地区指定の意向ということで、希望しますかということと、

もししない場合は、しない理由というところをアンケートをさせていただいております。もち

ろんこの前に、同封の中には特別緑地保全地区の説明、それからメリット・デメリット、そう

いったところも入れて、説明がわかるような形にしてアンケートをしております。アンケート

総数89通で、返信42通。指定に協力するというのが17件でございました。もちろん指定を希望

しないという方もいらっしゃいまして、希望しない理由としましては、今以上に制限を受ける

からというところとか、あとメリットが少ないからといったような記入がありました。 

 このような中から、市としましては同意が得られるといったところの場所というところを特

定しまして、今回の提案になっているわけなんですけれども、今回は山の根一丁目という地区

につきましても提案をさせていただいているというところです。種類としましては、特別緑地

保全地区。位置・区域としましては、山の根一丁目の地番で言いますと192－３、４、５、６、

７。名称としましては、山の根一丁目特別緑地保全地区。面積が約0.4ヘクタール。都市緑地

法第12条第１項第３号のイに該当するということで、指定をかけようとしております。 

 航空写真で見ますと、この位置に逗子駅がございます。ここがホワイトハウスと呼ばれてい

るところですね。本当にもう逗子駅の真裏ということになっております。 

 先ほども理由のほうは事務局のほうから読み上げさせていただいておりますけれども、やは

り中心地、逗子駅の北100メートルに位置するというところで、本市としては一番シンボリッ

クになる場所であろうというところがございまして、ここにお出しをしているということにな

っております。理由につきまして、先ほどこれも計画にですね、基本計画・総合計画にも位置

づけられていますという内容になっております。 

 こちらも資料１のほうに事前にお配りはさせていただいておりますけれども、画面のほうで

もごらんいただければということで、市街化区域、特に市街化調整区域につきましては、ある

一定その環境が守られるべきだろうというところで、特に市街化区域の緑を守っていかなけれ
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ばいけないということで、今回設定をしているわけですけれども、用途地域別に見ますと、こ

の地区につきましては駅近辺の第１種住居地域と、それから住宅地区、第１種低層住居専用地

域、こちらにまたがっている地区となっております。 

 計画図ですね、こちらのほうは境界を決めているという図面になるんですけれども、今回は

地番の境によって指定をしていくということになっております。その地番ですね、こちらが公

図の写しになっておりまして、これが192の３から７までということで、この区域を指定をし

ますという図面になっております。 

 植生図というところになるんですけれども、このあたりは逗子の中でも貴重な自然林が残っ

ている地域ということで、植生図としても示させていただいております。 

 今回指定をお願いするところなんですけれども、24年度から検討がなされまして、25年度に

実際にアンケート等をしまして、そして26年度、本年度に計画決定をさせていただければとい

うことになっておるんですけれども、この後ですね、またここで終わりではなくて、27年度以

降もまた検討しまして、今の目標としましては平成29年度ですね、３年に一度程度は何とかこ

れを拡大していければというふうに考えているところです。 

 先ほど位置づけということで、総合計画のほうに位置づけがあるということだったんですけ

れども、実はその総合計画のほうが、この３月31日をもって新しい総合計画のほうに移ってい

きます。その中でも、リーディング事業としまして、特別緑地保全地区指定事業というものは

継続して、市としてやっていく内容として、当然掲げられているものとなっておりますので、

きちっとここでも担保はされておりますので、今後もこの後、指定のほうを続けていければと

いうように考えているところです。 

 以上で説明のほうは終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

【星野会長】 御苦労さまでした。委員の皆様方から御質問あるいは御意見があればご発言い

ただきたいと思います。 

【近藤委員】 おはようございます。私のほうから何点か確認をしていきたいと思います。ま

ずもって、中心市街地の良好な自然環境を積極的に保全していくというまちの姿勢は率直に評

価したいと思います。その上でなんですけれども、何点か確認をしていきたいと思います。今

回0.4ヘクタールを保全地域に指定したいということなんですけれども、公図を見ると、公図

上で見ると、192－８、９、10、11、12と、左手のほうも連綿とした緑につながってますよね。

今回0.4にとどまったというのはどういうことでなのか。 
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【長嶌緑政課長】 これはやはりアンケートの中で、都市計画、特別緑地保全地区というのは

都市計画ですから、私権を制限する。その対極にあるのが、やっぱり行政による買い取りとい

うのがあるんですね。ですので、まず、それに協力していただけるという同意がなければ、ち

ょっと我々も進めないので、一義的にはそれにはちょっと連たん性としていただけなかったと

いうのが大きな理由です。それと、この規模になったというのは、やはり最終的な買い取りと

かをやはり視野に入れておかなくてはいけませんので、やみくもに大きいものをぱっとやって

も、それが一度に買い取りということも、制度上はあり得るので、その辺のバランスを考えな

がらですね、一番同意をいただけたというところが大きな理由でございます。 

【近藤委員】 お話あった中で、ちょっと何か理解しにくいところがあるんですけれども。今

回買い取りに至らなくても、指定について理解を示してくれたから、ここにとどまったのかな

と思っていたんですけれども、そうではなくて、今、今後は買い取りみたいなことも見据えて

られるわけですか。 

【長嶌緑政課長】 私が言ったのは制度上、買い取りがございますので、同意したからといっ

て、その方が何らかの事情で処分するとき、市に買い取りは当然求めてきますので、そういっ

たことも含めまして同意いただけますかということで、同意をいただけたと思います。 

【近藤委員】 承知しました。今後やはり左手のほうにも保全地域を広げていきたいという、

そういう考えでよろしいでしょうか。 

【長嶌緑政課長】 今回の0.4ヘクタールに隣接している土地の意向も私どもある程度把握し

ております。29年度までにその辺、十分検討した中で、これにつながるようなものができれば

いいと考えております。 

【近藤委員】 計画図を見ると、等高線がかなり密になってますよね。非常に急峻な崖地とい

うのか、斜面になると思うんですけれども。今ちょっとデベロッパーが持っているということ

なので、少し考えるところもあるんですけれども、そもそもね、宅造であったり、開発がなか

なか取付道路も見渡したところありませんし、難しいのかなと思うんですけれども。何かそう

いうことではなくて、積極的に、開発圧力がかからないんじゃないかなと思うんですけれども、

そういうこととは関係なく、やっぱり積極的に緑地は保全していきたいという、そういうお考

えということでよろしいんでしょうか。 

【長嶌緑政課長】 ちょっとまず、等高線がかなり入り組んでいますので、現在のところは急

傾斜地の安全対策事業が施されておりますので、まず安全性は確保されている。それともう一
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つは、開発といっても、実際にできる、できないは制度上関係ございませんので、その方たち

が絡めて他人の土地に気をつけて、こういうふうにやりたいということになれば、法律上合致

していれば、それは許可になりますので、実際の開発ができる、できないというのは、基本的

には関係ございません。 

【近藤委員】 ちょっと話、観点変えるんですけれども、里山であったり管理ですよね、樹木

の伐採であったりだとか、非常にそういう声が多いんですけれども、保全地区に指定しても、

管理はしなきゃならないわけですよね。保全地区に指定した場合、しようとしている場合にね、

かなり急峻で、なかなか趣味の範囲で管理するというような場所じゃないと思うんですけれど

も、管理についてどのように考えているのか、確認したいと思います。 

【長嶌緑政課長】 指定に当たっては、アンケートいただいた後に、個別に何回か地主さんに

お会いしています。その辺のことも御理解した上で同意いただいてますので、市としてもでき

るだけの助言とかアドバイスはしていきたいと思いますけれども、直接的に市がその緑地を管

理するということは、ちょっと物理的に難しいのかなとは考えております。 

【近藤委員】 なるほど。買い取りする、しないという話があったんですけれども、買い取っ

て、要は市有地になれば管理は市でやるということでよろしいわけですよね。指定で買い取ら

ない場合は、要は地主さんが一義的に管理すると、そういう整理の仕方でいいですか。 

【長嶌緑政課長】 はい、そのようになります。ただ、ここもですね、今回指定しようとして

いる土地がですね、先ほどちょっと説明あったと思いますが、保存樹林という制度になってい

ますので、若干ですけれども、市のほうから山の管理が必要な助成金といいますかね、それは

お出しはしているところです。 

【近藤委員】 意見にとどめておきますけれども、見ていてよくても、なかなか住んでみると

倒木の危険性だったり、いろいろな問題、課題があろうかと思います。何かそこら辺はしっか

りとですね、住むというんですか、人と自然との共生というんでしょうかね、うまくバランス

をとる中で、適正な管理をしていくべきだということを意見として申し上げて、私からとりあ

えずは以上であります。 

【丸山委員】 私、いただいた資料の中のアンケートのことについてちょっと伺いたいんです

けれども、９ページのアンケートの設問内容で、この地区の保全地区の制度を知っているかと

いうところで、返信が42あって、御存じだった方というのは何名ぐらいだったんでしょうか。

まず伺います。 
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 設問内容が４つあって、上の２つが。 

【長嶌緑政課長】 数としてちょっと確認中ですけど、ほとんどそういってですね、知らない

という方で、知っている方なんていうのはちょっと確認させてください。 

 14名です。 

【丸山委員】 でも、知っていらっしゃるんですね。わかりました。続いて、詳しい内容を聞

きたいかという設問に対しては、どのくらいの方が 

【長嶌緑政課長】 30人です。このアンケートした後、やはりですね、私どものほうにかなり

問い合わせがありまして、そのフォローは十分させていただきました。ただ、何ですかね、協

力しないけど聞きたいという方もいらっしゃるので、その方たちは特に申しわけなかったんで

すけども、フォローは特にはしてないですね。ただ、協力しないけど知りたいという方、当然

問い合わせもございますので、その辺のところはフォローはさせていただきました。 

【丸山委員】 協力しないけど聞きたいという方、もしかしたら協力する側に移るかもしれま

せんよね。その辺はフォローをお願いしたいなと思いますけど。 

 あと、指定を希望しない主な理由の中に、メリットが少ないということで、こういうメリッ

トがありますよという説明がこのアンケートに付随された資料に入っていたんでしょうか。 

【長嶌緑政課長】 これはもしよろしければ焼いてお渡ししたいんですけれども、一番はです

ね、相続税の対応ですね。これは相続税及び贈与税が課税上の８割評価になりますということ

で、自分の子供とかにうまく引き継げますよというのは、やはりメリットだし、というような

説明もありますし、先ほど来申し上げています土地の買い取り制度についても触れさせていた

だいております。 

【丸山委員】 その資料はいただけますか。私はとりあえず結構です。 

【星野会長】 資料は今、御必要ですか。後ほどでもよろしいですか。 

【丸山委員】 後ほどで。 

【長嶌緑政課長】 今、焼かさせていただきますので、でき上がればお配りしたいと思います。 

【星野会長】 ほかにいかがでしょうか。 

【苦瀬委員】 １つだけ教えてください。特別緑地保存地区が基本的にこのスライド、資料２

の１ページ、１枚目というんでしょうか、書いてありますように、良好な自然環境を有する緑

地を現状のまま保全する制度、こういうことですよね。それで、私がちょっと心配したのは、

先ほどの御意見の中にもありましたけれども、非常に急峻な場所だと思うんですね。そうする
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と、防災のことを考えておかないといけない。スライドの６ページ（６）、ここでも防災のこ

とが一応触れられていると思うんですが、土地の機能とか保水機能ということが書かれていま

す。一方で、現状のまま保存するというのは、危険な場所だったら何か手を加えないと防災上

危ないんじゃないですかと、こういう議論がありますよね。それは、もう確認済みなんでしょ

うか。つまり、防災上、この場所は何か大きな台風がきたりなんかしても、そう崩れることは

ないよね。だから現状のまま保存してもいいんですよということを確認しておられるかどうか

教えてください。 

【長嶌緑政課長】 ここはですね、急傾斜地崩壊危険区域に指定されていまして、既に工事が

終わっております。それで、何回か、特別緑地保全制度と急傾斜地との関係がございますので、

神奈川県のほうに行って何回か調整して、特に問題はないということで回答をいただきまして、

指定に至ったものです。 

【苦瀬委員】 ということは、関連しますけれども、これからの特別緑地保全地区の候補地も、

そういうようなチェックをして、こういうふうに考えていると、こう理解してよろしいですか。 

【長嶌緑政課長】 はい。苦瀬先生おっしゃったように、原状回復ですので…回復ですけれど

も、やはり急傾斜地で崩壊危険区域とかはですね、やはり防災は優先しなければいけませんの

で、その辺は県も交えて調整しながら、指定に向けていきたいと考えております。 

【星野会長】 よろしいですか。 

【長嶌緑政課長】 では、これ、お配り…。 

【星野会長】 ありがとうございます。県のほうからは異存ないという御見解をいただいてい

るということですが、三沢部長さん、県のお立場から何かありますでしょうか。 

【三沢代理委員】 急傾斜地につきましては、１月８日のときに打ち合わせをしておりまして、

防災上の工事など、先ほど長嶌課長が言われたとおり、公益性の高い事業については施工でき

るという規定がございますので、特に問題がないと考えております。 

【星野会長】 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

【鈴木委員】 今回の案件については特に異存ないですが、全体としての特別緑地保全地区指

定の方針についてお聞きします。スライドの２枚目のところでですね、予定10地区、確保目標

面積414ヘクタール、これが掲げられておりまして、これからすると地区当たり、平均的には4

0ヘクタールぐらいというようなイメージがそもそも掲げられているように思います。今回0.4

ヘクタールということで、今回緊急性を重視したというような部分もあるのかもしれませんが、
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今後この予定10地区、確保目標面積414ヘクタールというのが妥当かどうかということを、現

時点では判断できないとは思いますが、何か検討する、していることがあれば、お知らせ願い

たいということと、次期総合計画で現在検討中かと思いますけれども、2014年度までに１地区

の指定を目標ということですが、今後の指定の目標というのはどれぐらいのスピードで行う方

向なんでしょうかということについてお聞きしたいと思います。 

【長嶌緑政課長】 まず、２ページの都市計画図の整備、開発及び保全の方針というところに

記載されておりますけれども、ただいま神奈川県さんもこれの見直しをしております。それに

関しまして、私どもの所管になりまして、かなりこの414というのは市内全域の面積ですので、

これはかなり、おおむね10年以内でという数字の中ではかなり不可能というか、難しい数字で

すので、先ほど来話題に出ました４地区ですかね、そこに絞り込みまして、数字はその数字を

４地区で絞り込みまして、ヘクタール数はそういうことでやった数字に修正をさせていただい

ています。それと、総合計画の中では、先ほど来言っているとおり、最終的には３カ所程度を

合計でしたいと思っておりますけれども、とりあえずは29年度ぐらいまでに１カ所の追加がで

きればと考えております。 

【星野会長】 よろしいでしょうか。 

【龍村委員】 私もこの制度というのは、きょう初めて知ったんですけれども、今回の山の根

が第１号になるんですか。それで、今までにはなかったわけですか、こういうのは。 

【長嶌緑政課長】 制度としてはあったんですけれども、残念ながら市では今までなくて、今

回が初めてです。 

【星野会長】 ほかの委員の皆さん、いかがでしょう。何かございますか。 

【井畔委員】 今いろいろおっしゃいましたとおり、保存中心のところで樹木が密生して生え

ていますよね。すぐ開発するとか、そういう動きができるところじゃないですね。であるとす

ると、後ろからずっと広範囲で、前の左側のところ、なぜ入らなかったのか、将来的にはやは

り今、樹木がきれいに茂っているところ全体をこういうふうに指定していく、あるいはされる

考えはあるんですか。もうちょっと広げて、将来また追加してとかいう。 

【長嶌緑政課長】 正直、持っております。だから、その３カ所という中には、そこに付随し

た地区を追加していけばいいなというのは、正直考えておりますけれども、これはやはり地権

者とか、みんな理解をいただいていかなければいけないので、考え方としてはそれも一つある

かというふうには考えております。 
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【井畔委員】 それからもう２点目は、このアンケートは89通送られて、回答は42通しか返信

がないのですが、これは地権者は89人おられるということですか。 

【長嶌緑政課長】 そういうことでございます。 

【井畔委員】 そうすると、回答をされない、返信のない方は、全然あまり関心がないという

ことですか。 

【長嶌緑政課長】 そうですね、まずアンケートを出すときにですね、我々議論したのは、例

えば山林を例えば100平米持っている方は、基本的に特緑の対象には、その方がしたいと言っ

ても基本的になり得ないですよね。例えば100平米しかない。あと、先ほど来出ている、企業

が持っているところには、当然このデベロッパーさんは開発したいと思っているわけですから、

そこに特緑どうですか、買い取り制度ありますよといったときには、やはり協力したいという

返事は容易に想定はできたんですけれども、そういった中で、やはり行政として分け隔てなく

皆さんその地域の方には知らせるべきだろうということでお出しした数が89ですので、ですか

ら協力するといっても、物理的に飛び地の中でぽんとあっても、できない場所が当然存在しま

すので、今回の場合は協力できるところがある程度まとまって、市の考え方とも合致したとこ

ろだというふうに考えていただければよろしいかと思います。 

【井畔委員】 私のこれは意見ですけれども、この法律はある程度、内容をよく説明されてね、

みんなが理解しないと、返事のしようがないわけですね。規制がかかっていると手を加える事

は全然だめになると普通は、考えますね。でもここに書いてあるように、税金が免除されると

か、あるいは法的には、これは県知事なんでしょうけど、何かがあったら補償するとかですね、

いろいろメリットがあるわけですよね。ですから、そういうところをよく御理解いただくよう

に説明してからでないと、なかなか答えが出てこないのかなと思いますが、意味おわかりでし

ょうか。 

【龍村委員】 もう一つ。５ページのですね、特別緑地保全地区候補地が１から22まであるん

ですよね。こういうのを指定したときの、いろいろと資金的なものが関係してくると思うんで

すけれども、この22カ所全部ですね、指定した場合に、どのくらいの金銭的に予算措置という

んですか、どのくらいがかかるんですか。 

【長嶌緑政課長】 それだけでも多分膨大な作業となるので、そこははっきり言ってお出しは

しておりません。計算はしておりません。 

【龍村委員】 そうすると、あまりこのそういう資金的な裏づけがないということは、現実に
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はあまり非現実的な候補地ということになっちゃうんですか。 

【長嶌緑政課長】 これはですね、特別緑地保全地区の候補地ということで、市の方針とかで

すね、示しておかないとですね、都市計画制度上、やはり上位計画とかの位置づけがないとで

きてきませんので、これは市の方針として、これだけはやっていきたいということで。 

【龍村委員】 じゃあ、そういう資金的な裏づけ、バックグラウンドはまだ今のところはない

と。 

【長嶌緑政課長】 はい、そのようになります。 

【星野会長】 私の印象では、この22カ所を一気に、あるいはごく短期間に全部指定するとい

うことは、とても無理であって、長い年月かけて、少しずつやっていくということになるので

はないでしょうか。その中では、財政的な対応が可能でないかと思います。その点いかがです

か。 

【長嶌緑政課長】 そういうことでございます。ちょっと余計かもしれませんけど、みどり基

金という基金を若干ですけど、私ども持っておりまして、買い取りとか緑地の購入に関しては、

みどり審議会というところの意見を聞いて買い取ることもできる制度は持っていますので、貴

重な基金ですので、そういったものもございますので。 

【星野会長】 ほかにいかがでしょうか。 

【岩室委員】 今日はどうもすみません。今日は遅れて。質問させていただきますけど、今回、

指定されるところが５筆で0.4ヘクタールということで、この５筆に関しては、地権者も５人

ということでしょうか。 

【長嶌緑政課長】 地権者に関しましてはお２人です。 

【岩室委員】 今回のアンケートに答えて、積極的に協力したいという意向の方が17件と、検

討したいという方が７件程度ということですけど、現段階ではわからないという方は、今後市

側がこの制度の有利性を話せば理解してもらえる可能性もあると思います。もう既に協力の意

向を示した17件との関係では、そのうちの２人の方が今回の指定に当たっての協力者というこ

とでいいんですか。 

【長嶌緑政課長】 今回、アンケートいただいて協力したいという回答をいただいていますが、

その中で我々候補地として選定して、その中の御理解いただける方が２名でしたので、その方

には何回も足しげに運んでですね、御理解をいただいたということです。 

【岩室委員】 じゃあ、あと15人ぐらいの方たちも、意向、市側が積極的に指定に動けば、そ
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れには協力していただけるという方で、ただ、市側の選定、場所を選定するに当たって、例え

ば飛び地になってしまっていたり、面積的にも少ないという、そういう諸条件がそろわなかっ

たということで、今回の指定には協力をお願いできなかったということですか。 

【長嶌緑政課長】 はい、そういうことです。ただ、それともう一つ、今回、何カ所もという

のはなかなかできなかったので、その一つはどっちを優先するかという議論はもう一つありま

した。 

【岩室委員】 じゃあ、今回の調査をかけてアンケートをとった結果では、２カ所ぐらいが絞

られてきて、今回具体的になったのは１カ所というふうに。 

【長嶌緑政課長】 はい、そういう理解で結構です。 

【岩室委員】 じゃあ、今後はこれね、１カ所を指定すれば、できる限り連たんする緑地を指

定していきたいという意向があると思うんですけど、今回候補地２カ所に絞られたうちの１カ

所というのは、また全然違うような場所になってしまう。 

【長嶌緑政課長】 これはどこまでお話ししていいかわかりませんけども、連たんはしており

ません。 

【岩室委員】 じゃあ、今後の市の方針としては、現在、今回指定が認められれば、引き続き

連たんしている部分の指定に力を注いでいくというか、方針だということでよろしいですか。 

【長嶌緑政課長】 それも一つでしょうし、一応今回指定した山の根一丁目ですかね、そこの

エリアが第一の優先候補だというふうに御理解いただければと思います。 

【岩室委員】 それにしても、地権者もかなり多くおられる中で、当然もう既に協力していい

という意向が示されている方たちが時間の経過を追って、もういいやという姿勢に変わってし

まう可能性もなくはないわけですよね。だから、そういう意味では、あともう一つは、今回の

アンケートというか、意向調査の中で、いや、うちはしばらくはそういうことを考えたくない

という回答があったかもしれないですけど、そういう方も年を越えていろんな家庭の事情を含

めて、さまざまなことがあると、考え方を変える場合もあるわけですよね。そうした意味では、

この地域に関しては、一定毎年のように意向調査を繰り返していくという考え方はあるんです

か。 

【長嶌緑政課長】 その考え方も一つあると思うんですが、今のところ29年度で１カ所という

お話を先ほど来させていただいているので、それに対応したアンケートが現実的な対応かと思

います。 
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【岩室委員】 そうすると、ある一定限られたところに向けて、働きかけてはいくというふう

に 

【長嶌緑政課長】 正直申しまして、いろんなケースがあると思います。ですから、例えばで

すね、今回指定した連たん地のところにですね、いろんなお話があれば、それは一つの候補地

となり得ますので、そういった手法でする場合もございましょうし、アンケートとしてもう一

回それを見直す部分もありましょうし、今の段階でこうだという絞り込んだものというのは、

ちょっと今の段階ではちょっと御回答できないですね。 

【岩室委員】 わかりました。今回の提案に関しては、一定の理解をしているので、終わりま

す。 

【星野会長】 ありがとうございました。ほかにいかがですか。 

【佐藤（紘）委員】 意見なんですけれども、新しいことをやると、いろいろなハードルがあ

ると思うんですね。そのときにお聞きしたいのは、いろんな意見が出てくると思うんですけど、

市としてはこうやろうと、このためにはこういうハードルがある。ハードルを越えて、もちろ

ん反対意見がある。ただ、こう決めたんだったら、もっと積極的に、元気よくやっていただき

たい。ポールがあっち行ったりこっち行ったりするような審議会というのは、私はあまり評価

できませんので、市がこうと思ったら、もっと説得力のある説明をしていただきたい。生意気

なようですけど。以上です。 

【星野会長】 御意見としてちょうだいしておきたいと思いますが、市のほうからは何かござ

いますか。 

【長嶌緑政課長】 重々意見としては承りました。ただ、１つだけですね、これ、やはり都市

計画というのは私権の制限、要するに財産を制限していきますから、やはりこれは行政として

慎重に、慎重にやっていかないとですね、進まないものですので、その点だけはちょっと御理

解いただければと思います。以上です。 

【星野会長】 ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。そろそろよろしゅうござ

いますか。 

【龍村委員】 本題とはちょっと関係あるようでないかもしれないんですけれども、この緑地

の保全とはちょっと関係ないんですけれども、今まで私はですね、24年度から四、五回ですか、

この審議会に出させていただいて、それで議事録ももらったりしているんですがね。正直言っ

て議事録のですね、枚数が非常に多いんですよね。今まで調べてみるとですね、20枚近くの議
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事録で、裏表の印刷で40枚ぐらいというようなですね、それは何回もある。一方ですね、これ

はきょう、きのうの新聞に、毎日新聞に載っていたんですけれども、社会面にですね、逗子市

では女性の議員の数は３割を占めてとかと、いろいろ載っかってまして、この中にですね、議

会でタブレットを使ってペーパーレス等をですね、非常に進めていると。そういうことがきっ

ちり載っかっているんです。にもかかわらず、このですね、細かいことかもしれませんけれど

も、議事録がですね、非常に分厚くてですね、私のようにですね、過去に会社勤めした場合に、

これだけ分厚い議事録はですね、とてもじゃないけれども、差し戻されて、もう一度書き直さ

れると。そういうようなケースになると思うんですけどね。もう少し議事録はですね、簡潔明

瞭に、しかも議会としてもですね、ペーパーレスで、タブレットまで使ってですね、ペーパー

レスを推進されていると思うんですね。にもかかわらず議事録を見るとですね、あいさつから

始まってですよ、「てにをは」から、「あーうー」とか「ええ」とかですね、そういうところ

まで入っている。これはですね、少し、ちょっと何かオーバーライティングというかですね。

それで私は星野先生の土俵の横浜国大の学長さんから、飯野さんにですね、ちょっとその辺の

ことを伺ってみたんですよ。一般的にそういう民間の会社と違ってですね、こういう官公庁と

か、あるいは大学にしてもですね、議事録というのはどういうふうにつくるんですかと。そう

したらば、発言者の公平をですね、考えて、もうすべて書くんだと。そうでないと公平さがな

くなっちゃうと。議事録で発言した人が、いや、私はここまで言ったのに、ここしか書いてな

いとかですね、そういうクレームがあると聞きまして、あ、それでこういうふうにですね、国

語の中に書く。だけど、これはですね、私、もうちょっと、私なんかが読み返す場合にはです

ね、もう少し簡潔明瞭な議事録にしていただけないかなと。その辺をお願いと、それから希望

ですね。 

【星野会長】 わかりました。いろいろなご意見があると思いますが、難しい問題だとは思い

ます。 

【龍村委員】 これ、難しいですか。 

【森川次長】 会議録のですね、作成につきましては、都市計画審議会につきましては、基本

的には全文反訳という形になっております。これは定められておりますので、今、龍村委員さ

んがおっしゃいました「てにをは」とかは後で直しても構わないんですけれども、基本的には

そういう形で調製しておりますので。ペーパーレスのお話出ましたけれども、校正の段階でで

すね、紙でお願いしてますけれども、メール等の方法でお願いすることで、御希望があればそ
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ういう形でペーパーレス化は図っていきたいと思います。しかしながら、会議録につきまして

は、規則によりまして全文反訳という形になっておりますので、御了承いただきたいと思いま

す。 

【岩室委員】 議会もね、議会も基本的には全部記録に残しますから、ペーパーレスとは関係

なくて、資料とか行政計画をタブレットに入れて、紙を減らしていこうとか、議案をタブレッ

トに入れて、それを見てもらってやろうとか、現実には紙に写す議員もいるわけですけれども、

そうやって努力はしているというだけで、会議録を正確に本会議場も委員会もすべての委員の

発言は正確に全部載せて、それは記録として保管して、都市計画審議会にしても議会にしても

同じなんですけど、これは我々のために記録をとるんじゃなくて、ここに参加できない人のた

めに、後からそういう記録がどういう発言がどの委員からされたかというのを知るために正確

な記録を残すという意味では、やはりすべての発言を残しておかないと、何を言っているのか

わからないじゃないかという話になっちゃうと思うんですよ。ほかの人から見ると。だから残

したほうがいいと。 

【龍村委員】 そうするとですね、これは録音をとられていて、それをそのままデッドコピー

ですか。そういうような形なんですか、議事録。 

【森川次長】 これはですね、反訳の業者に出して、紙で起こしておりますけれども、話し言

葉を会議録にしますので、多少ですね、例えば「それでは」とかいう言葉ありますね。そうい

うのは特には記載しなくても構わないと思いますけれども、内容についてはしっかりとですね、

反訳しないといけないと思いますので、そういう対応をさせていただきたいと思います。 

【星野会長】 龍村委員、よろしいでしょうか。 

【苦瀬委員】 それはほかのところの審議会も同じだと思うんですけれども、今いろいろな議

員の先生方おっしゃっていたのと同じですが、もしそれを部分的に書こうとすると、情報公開

をきちっとしているかという議論になるわけですよね。それもあるんだろうと思います。それ

はやはり、どこでも同じように、そういうふうに書くものだと思っておりますけれども。 

【星野会長】 ということですので、龍村委員、よろしく御理解ください。 

 ほかにいかがでしょうか。そろそろよろしゅうございますか。 

 それでは、本件は付議案件でございますので、採決をしたいと思いますが、御発声でお願い

できればと思います。 

               （「異議なし」の声多数 ） 
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 異議なしというお声がありましたので、本件につきましては原案のとおり了承するというこ

とにいたします。ありがとうございました。 

 事務局からほかに何かございますか。 

【大澤副主幹】 １点御報告がございます。前回の審議会、26年12月18日に開催させていただ

いた都市計画審議会の中で御紹介させていただきました次期総合計画、こちら先ほど所管課の

ほうからの説明も触れさせていただいたところなんですが、平成27年１月29日付で逗子市議会

において議決をいただいたところです。新しい総合計画については、平成27年４月より運用し

てまいる予定でございます。また、次回の審議会の開催日につきましては、現在未定となって

おりますので、こちらにつきましては開催の際に事前に日程調整のほうをさせていただきたい

と思っております。以上でございます。 

【星野会長】 それでは、以上をもちまして本日の審議を終了したいと思います。長時間にわ

たっての御審議、ありがとうございました。 


